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日干釜炒り茶の荒茶の篩分け・切断方法

釜炒り日干(にっかん)茶とは、摘んだ生

葉を熱した釜で炒り、これを揉んだ後に太

陽光の下で干して乾燥させた茶のことで、

自家用茶としてわずかに生産される希少な

茶です。

そこで、当場では、市場の煎茶荒茶価格

が低迷する二番茶を利用し、ライン生産に

よる釜炒り日干茶の製茶法の開発について

取り組んでおり、今回は、荒茶の仕上げ加

工での篩分け・切断方法を検討しました。

荒茶から残さ(頭茶)となる特大茶葉や玉

(塊)を除くための篩分け(図1①)は、分離

が良好で歩留が高い3号篩が適当でした（デ

ータ略）。

荒茶全体の大きさを揃えるため大型茶葉

を分離、切断するための篩分け(図1②)は、

篩下の外観が良好で、大型茶葉や玉の混入

が少ない5号篩が適当でした(データ略)。

風選、色選を容易にするための篩分け(図

1③)は、篩上にごく少量の中型茶葉を含み

ますが、目立たない程度であった12号篩が

適当でした(表1)。

最後に、荒茶から残さ(粉茶)となる特小

茶葉を除くための篩分け(図1④)は、破砕

葉が少ない20号あるいは22号が適当でした

(表2)。

以上の結果より、今後は、釜炒り日干茶

のライン製造法の体系化に取り組みます。

(茶業試験場 杉本篤史 0889-32-1024)

茶用篩 篩下分布
号数 (重量％)

20 1.6 本茶と合わせても違和感のない大きさ。破砕葉は少ない。

22 1.2 同上。

25 1.0 本茶と合わせても違和感のない大きさのものが中心だが、破砕葉がやや多い。

30 0.8 本茶と合わせても違和感のない大きさのものが中心だが、破砕葉は25号よりやや多い。

12号篩下～各号篩上の茶葉の達観評価

図 1 日干釜炒り茶の仕上げ工程

表 1 風選、色選を容易にする分級のための篩分け試験

表 2 残さ(粉茶)となる特小茶葉の篩分け試験

注) 荒茶は茶用篩3号で大型の残さの茶葉を分離し、この篩下を〃5号で篩分け後、篩上は〃6号で切断し篩上と合わせ、供試した。なお、篩分け、切

断とも手作業による。達観評価は、当試験場職員4名の合議による。

注) 篩分けは、荒茶の茶用篩12号下を用いた。なお、篩分け、切断とも手作業による。達観評価は、当試験場職員4名の合議による。

茶用篩 篩上分布
号数 (重量％)

10 86.3 篩上は、中型茶葉が中心。篩下は、若芽等の小型茶葉が多く、少量の中型茶葉を含む。

12 88.1

14 89.1

達観評価

篩上は、中型茶葉が多く、ごく少量の小型茶葉を含むが、ほぼ目立たない程度。篩下は、
小型芽等の小型茶葉が中心。

篩上は、中型茶葉が多く、少量の小型茶葉を含み、揃いが悪い。小型茶葉は12号よりやや
多い。篩下は、小型芽等の小型茶葉が中心。
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